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「こよう」衛星，２０２３年１２月２日に米国から

SpaceX社の Falcon９ロケットで打ち上げ 
 

金沢大学が開発した「X 線突発天体監視速報衛星こよう（KOYOH）」（以下，こよう）

は，日本時間の２０２３年１２月２日午前３時１９分に米国ヴァンデンバーグ宇宙軍基地

より SpaceX 社の Falcon９ロケットを使用して打ち上げられる予定となりました。 

こようは，これまでの発表の通り，宇宙航空研究開発機構（JAXA）の革新的衛星技術

実証３号機の実証テーマのひとつ「理工学が融合した超小型衛星システムの開発と重力波

天体の X 線観測」として選定されていました。今回の打ち上げにより，理工学一体での

人工衛星運用による航空宇宙人材育成とマルチメッセンジャー天文学分野における最先端

の科学成果創出に寄与していきます。 

なお，打ち上げ予定には変更が生じる可能性があります。最新の情報について事実確認

ができ次第，迅速に大学 Web サイトおよびプレスリリースを通じて更新情報をお知らせ

します。 

 

 

<JAXA Webサイト> 

https://www.jaxa.jp/press/2023/12/20231201-1_j.html 
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【本件に関するお問い合わせ先】 
 
■研究内容に関すること                     ■広報担当 
 理工研究域電子情報通信学系 教授      理工系事務部総務課総務係 
 八木谷 聡（やぎたに さとし）       廣田 新子（ひろた しんこ） 
 TEL: 076-234-4858              TEL: 076-234-6821 
  E-mail: yagitani@is.t.kanazawa-u.ac.jp          E-mail: s-somu@adm.kanazawa-

 


